
よろしくお願いします。
この４月の人事異動で，５名の教職員が着任しました。

着任した教職員

教諭 土居 直哉（旭川神楽中より）

教諭 田中 圭哉（士 別 南 中より）

教諭 三井 政紀（旭川六合中より）

教諭 村井 歩（中 川 中より）

養護教諭 梶田 千史（中富良野小より）

土居 直哉（３学年・社会）
旭川市立神楽中学校から転勤してきました，

土居直哉（どいなおや）と申します。2年A組
と3年全クラスの社会科を担当します。部活動
では陸上部を担当します。自宅が美瑛町で，１
９年間旭川市の中学校に通勤していた距離か
ら,かなり近くなりました。日は浅いですが上
富良野中学校は，きびきびとした生徒の姿，整
備された学習環境に違いを感じています。これ
から更に良さを発見していきたいです。よろし
くお願いいたします。

田中 圭哉（２学年・特別支援）
士別市立士別南中学校から参りました、田中

圭哉です。２学年所属、Ｅ組の担任です。部活

動は陸上部の副顧問となります。ぴしっとした

態度や明るく元気な挨拶がステキな上富良野中

学校に来られてうれしいです。学校に早く慣れ

て、一緒に活動する中で成長を支援したり、応

援したりできればと思います。よろしくお願い

いたします。

三井 政紀（１学年・特別支援）
旭川市立六合中学校から参りました三井政紀

と申します。1学年所属E組担当になります。
部活動は女子バスケットボール部の顧問、男子
バスケットボール部の副顧問をさせていただき
ます。きれいな校舎でけじめがある生徒たちと
数日間過ごしましたが、これからの生活がとて
も楽しみになりました。早く皆さんの力になれ
るよう頑張りますのでよろしくお願いいたしま
す。

村井 歩（１学年・理科）
中川町立中川中学校から着任しました。１年

Ｂ組副担任，教科は理科，部活動はソフトテニ
ス部を担当します。美しい十勝岳連峰が見える
上富良野町で，明るい生徒たちと学べること，
過ごせることを嬉しく思っています。若さ(？)
を武器に，どんなときも生徒たちと努力し，と
もに成長していきたいです。上富良野中学校の
ために精一杯頑張ります。どうぞよろしくお願
いいたします。

１日（金） 臨時休業
３日（日）憲法記念の日
４日（月）みどりの日
５日（火）こどもの日
６日（水）振替休日
７日（木）自転車点検①

生徒総会議案書検討
８日（金）自転車点検②
11日（月）ケータイ・スマホ安全教室

教育実習開始
12日（火）避難訓練・常任委員会
13日（水）二計測・視力検査

生徒総会
14日（木）１・３年聴力検査
15日（金）常任委員会
21日（木）学納金振替日
27日（水）内科検診・結核健診
29日（金）英語検定

尿検査
教育実習終了

30日（土）開校記念日

行事予定

梶田 千史（養護教諭）
中富良野町立中富良野小学校から着任いたし

ました。部活は、女子バスケットボール部副顧

問です。生徒の皆さんの挨拶と爽やかな笑顔に

心が和みました。新型コロナウイルス対策にも

励みながら、心と体が元気に学校生活を送れる

よう保健室からサポートしていきます。どうぞ

よろしくお願いいたします。

上
富
良
野
町
立
上
富
良
野
中
学
校
便
り

令和２年4月30日
第1号

く
、
あ
ら
た
め
て
学
校
だ
よ
り
に

書
き
留
め
て
お
く
こ
と
に
し
ま

す
。
本
校
の
校
訓
は
、「
熱
意
・
創

意
・
誠
意
」
で
す
。「
熱
意
」
は「
自

ら
の
生
活
を
向
上
さ
せ
よ
う
と

す
る
気
持
ち
」
を
、「
創
意
」
は

「
よ
り
楽
し
い
学
校
生
活
を
送
ろ

う
と
す
る
気
持
ち
」
を
、「
誠
意
」

は「
仲
間
を
大
切
に
す
る
気
持

ち
」
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

三
つ
は
、
学
校
生
活
だ
け
で
な

く
、
人
生
を
切
り
拓
き
、
社
会
で

生
き
る
た
め
の
基
本
と
も
言
え

ま
す
。
こ
の
三
つ
を
育
む
た
め
に

は
、
自
分
（
と
い
う
存
在
）
が
大

事
で
す
。
人
は
誰
し
も
、
上
手
く

い
か
な
い
と
き
は
周
り
の
人
や
環

境
の
せ
い
に
し
て
し
ま
い
が
ち
で

す
。
〇
〇
さ
ん
が
悪
い
、
時
間
や

暇
が
な
い
、
〇
〇
が
整
っ
て
い
な
い

な
ど
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
何
も

変
わ
り
ま
せ
ん
。
人
生
の
先
輩
の

教
訓
や
過
去
の
経
験
か
ら
も
、

自
分
が
変
わ
る
こ
と
こ
そ
が
大

事
で
す
。
自
分
が
変
わ
れ
ば
、
周

り
の
人
も
環
境
も
不
思
議
と
変

わ
っ
て
い
く
も
の
で
す
。「
自
分
が

変
わ
る
」「
自
分
が
成
長
し
て
い

く
」
学
校
生
活
に
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
五
月
連
休
明
け
か
ら
は

再
度
仕
切
り
直
し
と
な
り
ま

す
。
様
々
な
制
約
が
あ
り
、
一
学

期
は
思
う
よ
う
に
行
事
が
行
え

ま
せ
ん
の
で
、
授
業
を
中
心
に
指

導
計
画
を
見
直
し
ま
す
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
一
日
も
早
い
終

息
を
願
い
つ
つ
、
今
で
き
る
こ
と

を
し
っ
か
り
行
っ
て
い
き
ま
す
。

結
び
に
、
改
め
て
三
月
号
で
紹

介
し
た
イ
タ
リ
ア
の
高
校
の
校
長

四
月
七
日
に
、
始
業
式
・
入
学

式
を
行
い
、
令
和
二
年
度
が
幕

を
開
け
ま
し
た
。
全
校
生
徒
二

七
三
名
を
三
〇
名
の
ス
タ
ッ
フ
で

し
っ
か
り
見
守
っ
て
い
く
決
意
を

し
、
よ
う
や
く
軌
道
に
乗
り
か
け

た
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
二
十
日
か

ら
再
度
臨
時
休
業
。
一
学
期
に

予
定
し
て
い
た
「
体
育
大
会
」
、

「
修
学
旅
行
」
や
「
宿
泊
研
修
」
は

二
学
期
以
降
に
延
期
を
決
め
ま

し
た
。『
命
』
を
守
る
こ
と
を
最
優

先
に
す
る
判
断
が
今
後
も
問
わ

れ
ま
す
。
保
護
者
や
地
域
の
、
皆

様
に
は
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
入
学
式
の
際
に
、
新
入

生
に
本
校
の「
校
訓
」
に
つ
い
て
話

を
し
ま
し
た
。
全
校
生
徒
や
保

護
者
の
皆
様
に
も
知
っ
て
ほ
し

が
、
生
徒
に
あ
て
た
手
紙
の
一
部

を
抜
粋
し
ま
す
。『
目
に
見
え
な

い
敵
に
脅
か
さ
れ
た
と
き
、
人
間

の
本
能
は
、
あ
た
か
も
そ
こ
ら
中

に
敵
が
い
る
か
の
よ
う
に
感
じ
さ

せ
、
私
た
ち
と
同
じ
人
々
ま
で
を

も
脅
威
と
み
な
し
て
し
ま
う
危

険
が
あ
り
ま
す
。
社
会
と
人
間

性
、
私
た
ち
の
最
も
貴
重
な
資

産
で
あ
る
こ
れ
ら
を
守
る
た
め

に
、
文
明
的
で
合
理
的
な
思
考

を
し
ま
し
ょ
う
。
』

二
月
二
七
日
か
ら
一
月
も
の

臨
時
休
業
を
終
え
、
よ
う
や
く

学
校
再
開
を
迎
え
た
ば
か
り
で

し
た
が
、
今
回
は
四
月
二
〇
日

か
ら
五
月
六
日
ま
で
の
臨
時
休

業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

マ
メ
ー
ル
の
参
加
率

各
ご
家
庭
へ
の
連
絡
手
段
の
一

つ
と
し
て
上
富
良
野
中
学
校
で

は
マ
メ
ー
ル
な
ど
を
活
用
し
、
保

護
者
の
皆
様
に
ご
登
録
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

四
月
二
二
日
現
在
、
登
録
率

は
九
八
．
八
％
に
上
り
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
感

謝
し
ま
す
。

現
在
、
臨
時
休
業
中
の
学
校

か
ら
の
情
報
提
供
や
学
校
再
開

に
向
け
た
連
絡
を
マ
メ
ー
ル
で
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

「
登
録
し
た
い
が
う
ま
く
い
か

な
い
」
と
い
う
方
は
、
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
を
教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
学

校
で
登
録
で
き
ま
す
。
教
頭
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

が
続
い
て
い
ま
す
が
、
三
月
の
臨

時
休
業
中
に
ド
ア
な
ど
の
消
毒

用
ア
ル
コ
ー
ル
と
、
手
指
消
毒
用

の
次
亜
塩
素
水
を
用
意
し
ま
し

た
。生

徒
が
登
校
す
る
前
に
、
玄

関
の
ド
ア
、
水
道
栓
、
ト
イ
レ
の

消
毒
を
ア
ル
コ
ー
ル
で
消
毒
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
各
教
室
や
水
道

近
く
に
次
亜
塩
素
水
を
置
き
、

手
洗
い
の
後
に
消
毒
を
し
て
も
ら

消
毒
に
つ
い
て

っ
て
い
ま
す
。

四
月
十
四
日
（
火
）
に
生
徒
会

役
員
選
挙
を
実
施
し
ま
し
た
。

演
説
を
各
教
室
に
映
像
と
音
声

を
送
り
、
そ
の
後
、
投
票
と
い
う

形
に
し
ま
し
た
。
以
下
が
選
出
さ

れ
た
役
員
で
す
。

生
徒
会
長

山
形
裕
隆
（
３
Ａ
）

副

会

長

戸
田
侑
弥
（
３
Ａ
）

髙
松
陽
与
（
３
Ｂ
）

書

記

森
井
凛
音
（
３
Ｂ
）

堂
田
実
莉
（
３
Ｂ
）

会

計

藤
岡
玲
太
（
２
Ｂ
）

関
口
彩
花
（
２
Ｃ
）

学
芸
常
任
委
員
長

鈴
木

龍
（
３
Ａ
）

生
活
常
任
委
員
長

山
﨑
湧
登
（
３
Ａ
）

保
体
常
任
委
員
長

髙
士
雄
惺
（
３
Ｂ
）

美
化
常
任
委
員
長

原
田
啓
佑
（
３
Ａ
）

報
道
常
任
委
員
長

西
間

優
（
３
Ａ
）

前
期
生
徒
会
役
員

校
長

中

川

季

賢


